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１．aを実数とする。M = 
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として、A = M 2 + 3M + 2Eとおく。この

とき、次の各問いに答えよ。

(1) 行列 Aを A = ( M + 2E ) Bと表したとき、行列 Bを求めよ。

(2) 行列 Aは常に逆行列 A −1を持つことを証明し、それを求めよ。

(3) 逆行列 A −1が A −1 = 







q

p
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0
となるような aの値、およびそのときの p , qの値を求

めよ。

２．長方形 ABCDの頂点 Aから対角線 BDに垂線をひき、BDとの交点 Pとする。

次に、点 Pから辺 BC , CDのそれぞれに引いた垂線の長さを x , yとする。対角線 BD

の長さを a , 線分 APの長さを zとするとき、次の各問いに答えよ。

(1) ∠ADB = θ とするとき、x , yを a , θ で表せ。

(2) sin θ + cos θ = tとおくとき、x + y + zを tの式で表せ。

(3) aが一定のとき、x + y + zのとりうる値の範囲を求めよ。

３．kを正の定数とする。すべての実数 xで微分可能な関数 y = f (x)が条件 f (x) = 0

かつ 0 < f ‘(x) < kを満たしているとき、次の各問いに答えよ。

(1) この関数のグラフは、y軸の右側では x軸と直線 y = kxとの間にあることを証明

せよ。

(2) 0 < k < 1のとき、数列{an}を正の数 a1からはじめて an = f (an − 1)（ n = 2 , 3 , 4 , … ）

で定める。そのとき、 nn
a


lim を求めよ。



４．Aの袋には 1と− 1のカードが 1枚ずつ、Bの袋には 0と 1のカードが 1枚ずつ

入っている。A , Bの袋から、それぞれ 1枚のカードを任意に取り出し、互いのカー

ドを交換して袋に戻すという試行を繰り返す。いま、n回の試行の後、Aの袋の中に

入っている 2枚のカードの数の和が kになる確率を Pn (k)で表す。ただし、nは自然

数とする。このとき、次の各問いに答えよ。

(1) P2 (−1) , P2 (0) , P2 (1)および P2 (2)をそれぞれ求めよ．

(2) n≧2とするとき、Pn (1)を Pn - 1 (−1) , Pn - 1 (0) , Pn - 1 (1)および Pn - 1 (2)を使って表せ。

(3) Pn (1)を求めよ。

５．すべての実数 xで微分可能な 2つの関数 f (x) , g (x)が、次の①, ②を満たしている

とする。
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このとき、次の各問いに答えよ。

(1) f (x) − 2g (x) = e 2xが成立することを証明せよ。

(2) f (x) , g (x)を求めよ。

◆文系

１．四面体 ABCDにおいて、ベクトルAB , AC , ADをそれぞれ b , c , dで表す。

辺 AB , DCを 1：2の比に内分する点をそれぞれM , Nとし、辺 AD , BCを 2：3の比

に内分する点をそれぞれ P , Qとする。このとき、次の各問いに答えよ。

(1) 線分MNを u：vの比に内分する点を Eとしたとき、ベクトルAEをb , c , dお
よび u , vを用いて表せ。ただし、u > 0 , v > 0とする。

(2) 線分 PQを x：yの比に内分する点を Fとしたとき、2点 E , Fが一致するような、

比 u：vおよび x：yを求めよ。ただし、x > 0 , y > 0とする。



２．tを実数として、xの関数 f (x) = ( x − 6 )( x − 3t )を考える。f ′ (x) = 0の解を α , β ( α

< β )とすると、 α , β は tによって定まるから、それぞれ tの関数になる。このとき、

次の各問いに答えよ。

(1) tの関数 g (t) = ( t − α ) 2 + ( t − β ) 2 + t 2について、定積分 dttg
2

0
)( の値を求めよ。

(2) 1≦t≦3のとき、| 6 − α | + | 6 − β |の最小値を求めよ。

３．3つの関数 f (x) , g (x)および h (x)を、それぞれ
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とする。このとき、次の各問いに答えよ。

(1) g (x) , h (x)を求めよ。

(2)
)(
)()(
xf
xhxF  とするとき、曲線 y = F (x)と x軸で囲まれる部分の面積 Sを求めよ。


